
緊急連絡カード（緊とっとボトル）
■ 緊急連絡カードとは

もしもの時に備えて…

ご自宅で救急車を呼ぶ事態になった時など、万が一のことが

あった時のために備えていただくものです。

救急医療活動に必要な医療情報などを記載した緊急連絡カード

を円筒形のプラスチック容器「緊とっとボトル」に入れ、自宅の

冷蔵庫に保管しておきます。

万が一の際に、駆け付けた救急隊員が冷蔵庫から取り出し、適切

な救急医療活動のために活用します。

■ 活用のイメージ

◆搬送先の医療機関
に情報を提供しま
す

駆け付けた救急隊員
が冷蔵庫から「緊とっ
とボトル」を取り出し
ます

①救急通報 ②発見・確認 ③情報提供・搬送

◆記載している家族
などに連絡します

本人や異変に気付い
た近所の人が通報し
ます

きん



市内在住の概ね65歳以上の

⚫ ひとり暮らし高齢者

⚫ ふたり暮らし高齢者の世帯（どちらも高齢者の方）

⚫ 昼間ひとり暮らし高齢者（ご家族と住んでいるが、

日中はひとりで過ごされている方）

① お住まいの地域の民生・児童委員、または社会福祉協議会に

ご連絡ください。

② 民生・児童委員が必要事項を聞き取り、調査票を作成します。

③ 社会福祉協議会が調査票をもとに、緊急連絡カードを作成し、

     「緊とっとボトル」とともに担当の民生・児童委員にお渡し

します。

④ 民生・児童委員が自宅にお届けします。

■ 対象者

■ 作成までの流れ

＜自宅用＞ 緊急連絡カード
※ボトルの中に入れてください
（実際はA4サイズです）

＜携帯用＞ 緊急連絡カード
※財布や鞄の中に入れ、外出時
に万が一の際に活用できるよ
うにします



■ 保管方法・ルール

■ 「緊とっとボトル」に入れておくとよいもの

⚫ 緊急連絡カード（必ず入れてください）

⚫ 健康保険証（写し）

⚫ 診察券（写し）

⚫ 服薬内容がわかるもの（写し）

⚫ 担当のケアマネジャーの連絡先

⚫ 本人確認ができる写真 など

※緊急連絡カード以外はご本人・ご家族、ケアマネジャーなどで

ご用意してください。

◆ 緊急連絡カードの記載内容に変更があれば、担当の民生・
児童委員に連絡してください。

◆ 通帳や実印などの貴重品は入れないでください。
◆ その他、「緊とっとボトル」に入れている情報は、変更があ
れば随時更新してください。

注 意

冷蔵庫のドアに必ず
目印のマグネットを
貼ってください。

緊急連絡カード（緊とっとボトル）は、

救急隊員が発見しやすいように

冷蔵庫に入れて保管してください。



【問い合わせ】

社会福祉法人 大和郡山市社会福祉協議会

電話 0743-53-6531 ／ FAX 0743-55-0986

◆冷蔵庫のドアに目印のマグネットが貼られている場合、緊

急時に限り、本人及び同居人等の同意を得ることなく、冷

蔵庫を開けてボトルを取り出すことがあります。

◆救急隊員が救急活動に必要と判断した場合に限り、ボトル

内の情報を確認・活用します。そのため、救急活動によっ

ては必ずしも活用されない場合があります。

◆搬送先の医療機関を決める場合、本人の状態によっては、

記載されたかかりつけの医療機関に搬送されない場合が

あります。

◆作成のために提供していただいた情報は、緊急時や災害

時に警察や消防など、必要な機関に提供する場合があり

ます。

◆医療情報及び緊急連絡先などが更新されていないと、い

ざという時に役に立ちません。１年に１度はご本人やご家

族、関係者でチェックをし、情報を更新することをお願いし

ています。

緊急連絡カード（緊とっとボトル）を活用する際には、
以下の内容にご了承ください。

この事業は、大和郡山市より委託を受けて、
民生・児童委員のご協力のもと実施しています。
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